
 

★CR★ 

◇準備◇ 

・タービン・コントラ・バーセット 

・CR セット・照射器・咬合紙・フロス 

 

 

◇治療の流れ◇ 

タービン、コントラ、バーセットはユニットのテーブルの上に用意します 

（時間があったり、つけれるときはユニットにつけておきます） 

 

ユニットを倒したら顔にタオルをかけます 

麻酔をかけるときは麻酔を用意しておきます 

治療する歯にライトを合わせます 

麻酔が終わったらユニットを起こすので、ライトを避けタオルを取ります 

フロスは 

３０㎝くらいに切っ

て出しておく 



うがいをしてもらいます 

お年寄りの方や、子どもには鉢洗いを寄せてあげます 

 

虫歯を削ります 

ユニットが倒れたら顔にタオルをかけます 

 

院長がタービン、コントラを持ったらバキュームを持ち吸う準備をします 

削っている歯の近くで吸引します 

※バキュームがタービンに当たったり、視界を遮らないように注意する 

口の奥に水が溜まっていたら奥を吸います 

※喉や軟口蓋等にバキュームを入れない 

 

削り終えたら、充填します 

エッチングを用意し渡す 

洗い流すのでバキュームで吸います 

削った歯の状態をペンカメラで撮るので 

先生がモニターのペンカメラを起動したらカメラを渡します 

撮影後、うがいしてもらいます 

ユニットが倒れたら、タオルをかけライトを合わせます 

ブラシにスコッチボンドを一滴垂らしつけ渡します 

先生が塗り終えたらブラシを受け取る 

先生がエアーをかける 

バキュームで吸引する 

照射器を渡す 

先生が照射 

CR 渡す 

先生が充填する 

CR 受け取ると同時に照射器を渡す 

これを何回か繰り返し充填する 

充填後、少し形を整える 

タービンを使って整えるのでバキューム吸引する 

一旦、うがいしてもらうためユニットを起こすので 



ライトを避け、タオルを取る 

最終調整していく 

ユニットが倒れたら、タオルをかけライトを合わせる 

先生がタービンを持ったらバキュームの準備をして吸引する 

『咬合紙ください』と言われたら咬合紙を渡す 

何度か削って調節し、違和感がなくなるまで咬合調節します 

フロスを通して歯の隙間を確認します 

最後にペンカメラで充填後の写真を撮ります 

うがいしてもらい 

”お疲れ様でした”と声をかけ 

エプロンを外して終了です。 

※メガネなど忘れ物がないかチェックします 

 

★CR 前歯部★ 

通常の CR の流れと同様です 

隣接している場合は 

透明のマトリックステープを 2 センチくらいに切って用意します 

オレンジのウェッジを用意します（ウェッジを使わない場合もある） 

 

※前歯は水が飛び散りやすいので注意する 

（バキュームチップの位置を変えたりする） 

※咬合紙は縦にしてつける 


